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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、社会性とビジネス性を併せ持つ社会的企業を作り上げる「社会起
業」という手法を用いて開発的ソーシャルワークを展開している社会福祉組織（社会福祉法人、NPO法人など）
の実践の効果を検証するとともに、社会起業を活性化するための効果的な支援体制の構築について検討を行っ
た。まず、日本と韓国における地域課題をミッションとする社会的企業へのインタビュー調査を基に起業プロセ
スや開発志向の実践要素についてまとめることができた。また、日本、韓国、米国におけるタイムバンキングの
実践事例を分析し、持続可能な組織運営の在り方や開発型ソーシャルワークとの類似点等について検討すること
ができた。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we verified the effectiveness of a social welfare 
organization's practice of developmental social work using a methodology called "social 
entrepreneurship," which creates social enterprises that possess both social and business qualities.
 Additionally, we examined the creation of an effective support system to revitalize social 
entrepreneurship. First, we summarized the entrepreneurial process and development-oriented 
practical elements based on interview surveys of social enterprises in Japan and Korea whose mission
 is to address local issues. We also analyzed practice cases of time banking in Japan, Korea, and 
the United States, and explored the ideal methods of sustainable organizational management and their
 similarities with developmental social work. 

研究分野：社会福祉組織の運営管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、制度の狭間の問題や地域資源開発機能の弱さが指摘されているが、開発志向の実践は、昨今のソーシャル
ワークに求められる重要な実践課題であり、ソーシャルワーカーの開発的志向を高めるための具体的な実践方法
論の構築が求められている。本研究を通して得られた研究成果を基に、ソーシャルワーカーの開発志向を高める
ための具体的な実践論を見出すことができた。また、それを基に実践者向けの教育コンテンツを制作し、社会福
祉教育の現場で活用することができ、研究の知見を実践に活かすための工夫に努めた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
開発型ソーシャルワークとは、クライエントの潜在能力や強みの発見と開発、コミュニティへ
の参加、能力開発に焦点をあてる包括的な実践方法である。具体的には、エンパワーメントを実
践の中心的な位置に捉え、個人や地域社会における課題解決に向けて、既存の資源の調整や活用
に留まらず、社会投資や地域開発などの社会資源開発、さらには施策やシステム作りなどに向け
た積極的な働きかけを追求するアプローチである。このような開発的志向の実践は、制度の狭間
の問題や地域資源開発機能の弱さが指摘されている、昨今のソーシャルワークに求められる重
要な実践課題であり、ソーシャルワーカーの開発的志向を高めるための具体的な実践方法論の
構築が求められている。一方、社会起業は、企業活動の目的が利潤最大化ではなく、その活用自
体、そしてそこから得られた利益を通して社会的ミッションを達成することを目指す、いわゆる
「社会的企業」を作り上げる活動を意味する。近年は、公的福祉制度の持続可能性や官民協働の
在り方、制度の狭間の問題への対処といった観点からも注目を集めており、社会福祉政策や地域
福祉実践においても重要な研究課題として認められつつあるが、それをソーシャルワークの手
法として捉えている研究は見当たらない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「社会起業」という手法を用いて開発志向のソーシャルワークを展開している社会
福祉組織の実践の効果を検証するとともに、社会起業を活性化するための効果的な支援体制の
構築について、日韓比較の視点から検討することを目的とした。なお、本研究課題は、研究開始
後に、独立基盤形成支援を受けることとなったため、研究対象やフィールドを、既存の日本と韓
国に米国も加えた多国間比較研究とし、研究内容もそれに合わせて再調整を行ったうえで実施
した。 
 
３．研究の方法 
社会起業を活用した開発志向のソーシャルワークについては、主に日本と韓国の社会福祉組
織（社会福祉法人、NPO 法人など）を対象にインタビュー調査を行った。なお、コロナ禍の影響
により現地調査ができない時期にはオンラインにてインタビューを実施した。次に、開発志向の
組織運営や体制構築については、地域を基盤とした支え合いの仕組みとして注目されている「タ
イムバンキング（Time banking）」に焦点を当て、日本と米国における文献研究およびフィール
ドワーク、インタビュー調査を基に実践の特徴と支援の在り方について検討を行った。 
なお、タイムバンキングを社会起業の関連組織として取り上げる理由は、以下の通りである。
タイムバンキングは、他者に無償で提供したサービスや活動の時間を貯めて、その貯めた時間を
自分が必要な時に使うことができる時間交換システムである。タイムバンキング組織は、主に地
域社会の課題解決や福祉関連ニーズの解決を目指しており、また参加者の活動時間や寄付など
を用いて実質的に経済活動に準ずる活動を行っているため、社会性とビジネス性を併せ持つ組
織と考えられるためである。 
 
４．研究成果 
 
（１）社会起業による開発志向のソーシャルワークの効果と課題 
制度外のサービス提供や社会的弱者の就労支援に関わる日本と韓国の社会的企業へのフィー
ルドワークやインタビュー調査を行った。なお、韓国の事例は、すべて社会的企業育成法に位置
づけられる「認証社会的企業」を対象にしたが、日本の事例については、社会的企業を支援する
制度等が存在しないことから、社会的企業と名乗っていないが、実質的に社会的企業の性質を持
つと評価される事例を選定した。事例調査の結果、実践効果については、①社会資源が不足する
事例や制度の狭間等への介入、②地域社会とのネットワークや信頼関係の構築、③制度や規制の
縛りのないフットワークの軽い実践、④ニーズ対応型のサービス開発と運営などが、展開されや
すいことが挙げられた。 
一方、課題としては、日韓ともに、持続可能な運営のための安定的な財政基盤が弱いことが指
摘されたが、以下のような日韓の違いも見られた。つまり、日本では、社会的企業としてのアイ
デンティティが社会から認められない状況や、社会福祉法人施設・社会福祉協議会などの組織で
はサービス開発や独自の資金調査（ファンドレイジングなど）に対する意識の弱さが開発志向の
実践の阻害要因として指摘され、法人や施設・機関におけるミッションの共有や教育活動の重要
性が示唆された。一方、韓国では、社会起業や開発志向の活動に対する公的支援が得られやすい
一方、政権交代などの影響を受け、頻繁に制度環境が変わることによって、むしろ事業の継続性
が損なわれる恐れがあることが指摘され、支援策の継続性・連続性や、過度な制度依存の副作用
について考察することができた。 
 
（２）タイムバンキング・システムの効果と課題 



「タイムバンキング（Time banking）」の源流について、日米の比較検討を通して明らかにす
るとともに、日本、米国における「タイムバンク」の実践事例を対象に、それらの活動がもたら
す実践的効果や課題について明らかにすることができた。米国のタイムバンキングの源流とさ
れる Edgar S. Cahn の著書および論文、関連文献などを収集・分析し、日本のタイムバンキング
との比較検討を行った。日本のタイムバンキングは、水島照子が 1973 年に大阪市で設立した「ボ
ランティア労力銀行」から始まり、その後、さわやか財団の「ふれあい切符」などの有償ボラン
ティアとして展開されるが、介護保険導入後は、急激に衰退し、現在は一部の地域、団体でのみ
展開されている。一方、米国では、1990 年代以降、Edgar S. Cahn らによる支援体制整備や実践
理論の普及活動を皮切りに全米に広がっている。タイムバンキングは、参加者がサービスの提供
者であり、利用者でもある、いわゆるコプロダクション（Co-production＝共同生産）の原理に
則って運営されており、参加者のエンパワーメント、居場所づくり、ボランティアの活性化に貢
献する実践として評価される。日本と米国のタイムバンキング関連団体の交流や接点について
は、現地調査の結果からは明確な手がかりを得ることができなかったため、今後の課題としたい。 
米国のタイムバンキングの事例調査として、「TimeBanks Org」と「Michigan Alliance of 
timebanks」の関係者（CEO,コーディネーターなど）を対象にインタビュー調査を行い、活動の
特徴や課題を把握することができた。主な結果は以下の通りである。①タイムバンキングの実践
は、時間を交換するシステムとして「貯める人」と「使う人」のバランスを維持することが、シ
ステムを維持する重要な要素である。②厳密な時間交換の管理が求められると思われがちだが、
実際には多くの組織が「ゆるい」ルールの中で運営されており、一定層のボランタリズムによっ
て維持されている側面がある。③タイムバンキングの活性化のためには、コーディネーターの役
割や理念共有のための教育活動が重要である。④メンバーの特徴（年齢、性別、人種、居住地域、
経済水準など）を踏まえた活動内容の設定やマッチングが重要である。⑤ニーズのマッチングは、
ホームページや携帯電話のアプリケーションを用いる場合が多いため利便性は高いが、高齢の
参加者は苦手意識があり活動しにくい声も多い。 
 今後の研究では、以上の知見を踏まえながら、日本におけるタイムバンキングの立ち上げや支
援に関する実践的研究を進めていきたい。 
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